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解 言覚

デリパティブのリスク管理に

ついて -5-

~デリパティプのシステム開発~

1 .デリ'"ティブとコンビュータ

デリパティブ業務はコンピュータとともに発達してき

たといっても過言ではない。金融業務において(金融業

務に限らないが)コンピュータ処理は不可欠な存在では

あるが，特にデリパティブ商品では複雑な計算処理が多

く，単純な商品のプライシングでも電卓だけで計算する

ことは不可能に近い。

件数が5件10件であれば， EXCEL等のスプレッドシ

ートで管理こそ出来るが， 100件を超えればEXCELなど

では管理が出来ないだけでなく，ポジションのどこにリ

スクが存在するのかすら分からなくなる。ここまでくれ

ば現場部署だけの問題ではなく経営の問題である。

デリパティブ等の金融商品についても時価主義会計が

求められ， VAR (バリュー。アット@リスク)が市場リ

スクの経営指標として重要性を増している今日，デリパ

ティブを扱う金融機関にとってシステム構築は不可欠の

ものとなっている (VARのシステム構築についてはデリ

パティブのシステム構築と別の次元で必要となるが，こ

の項ではデリパティブのシステムについて話を進めるこ

ととする)。

デリパティブのシステムを構築するには， (1)自社で開

発を行う， (2)汎用アプリケーションを利用する方法の，

大きく分けて 2つの方法があるが，筆者の経験をもとに

自社開発を中心にまとめてみた(必ずしも自社開発の内

容が描かれているとは限らず，デリパティブのシステム

構築の一例と思って頂きたい)。

2 .デリパティブ・システムに要求される項目

下記項目は，デリパティブ@システムに要求される項

日ではあるが，必ずしも 1つのシステムの中に実現され

る必要はないと考える。

(1) マネージャー

・部門のリスク把握

.収益管理

(2) フロント業務(ディーラー)

・プライシング

ーディーラー・ポジションの管理

・マーケット。モニター

-市場取引の発注

(3) ミドル業務

・全体ポートフォリオのリスク分析

-モンテカルロ等のシミュレーション環境

a ディーラー監視機能

-信用リスク管理・与信管理

@収益管理

(4) クオンツ・セクション

。分析。開発環境の提供

・ヒストリカルデータの整備@提供

(5) パックオフィス業務

四期日管理

o決済管理

@担保管理(受入。差入)

@契約管理

(6) セールス業務

。顧客ポジション(損益，与信)の把握

・プライシング

(7) そのイ也

・ユーザー管理

@権限管理

• 2000年への対応

@当局への報告書作成
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3。デリパティブ@システム開発の特殊性

デリパティブ・システムの開発は従来のメインフレー

ム開発とは異なると考えられている。
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これは，メインフレーム開発が， (1)比較的単純な商品

を扱ってきたためシステムサイドに専門的な知識があま

り必要とされない， (2)制度的に要件がはっきりと決まっ

ているものが多い;(3)大量処理的なものが多いため，決

められた要件に従いウォーターフォーJレ型で一気に行っ

てきた。これらのシステムの代表である顧客の口座管理，

勘定系システム，従来型市場商品システム等の開発では，

システム企画部門主導で要件定義を行っている。

これに対しデリパティプ・システムでは，(1)複雑な商

品が多いため専門知識を必要とする， (2)商品サイクノレが

短く短期間での開発・改変が求められる， (3)型にはまら

ない商品も多く手対応を求められるものも多いため，よ

りユーザーサイドに近い開発体制が求められる。このた

め，短期間でのスクラップ・アンド・ピルドが容易な

UNIX， Windows等を使用したオープン系システムが用

いられ，メインフレームでは決済勘定系のみを行うこと

となる。

4.デリパティブ・システムの開発体制について

デリパティブ・システムはその特殊性からユーザー主

導によるシステム開発にならざるをえない。しかしなが

ら，ユーザー主導によるシステム開発には問題点も多い。

エンドユーザーは業務知識や複雑な計算式には詳しい

が，必ずしも本格的なシステム開発に詳しいわけではな

い。どうしても，要件定義に不備があったり，開発が進

んでからの変更・追加が発生したり，システム化する必

要のない機能まで開発しようとしたりする。さらに開発

が進み実際にアプリケーションの実態が見えてくるに従

い，機能面に欲が出てくるからだ。これにより開発期間

が延び，アプリケーションが肥大化していき，パフォー

マンスに影響を与えることとなり，アプリケーション開

発自体が立ち行かなくなる可能性も出てくる。

また，エンドユーザーは自分の使用するアプリケーシ

ョン部分の開発には熱心であるが，開発した後の運用管

理・メンテナンスにはあまり関心を払わない。

このため，以下の項目についてはシステム開発の専門

家たるシステム部の人員を配置する必要がある。

-開発プロジェクト/スケジューJレ管理

.要件定義の精査

・システムインフラ/ネットワーク構築

.開発後の運用体制構築/運用管理

( 3 ) 

この項目を読んでいただいて分かる通り，デリパテイ

ブのシステム開発も従来型のシステム開発も，その体制

はユーザーの要件定義の負担がより大きいということ以

外何ら変わりはない。が，もう一つ，デリパティプのシ

ステム開発ということと，オープン系システム開発とい

うことで，システム部が敬遠し現場(ユーザー)に任せ

てしまう傾向があることもこのような問題を引き起こす

原因となる。

5 .汎用アプリケーションの導入について

(1)統合システムの導入

デリパティブに関し統合システムとしての汎用アプリ

ケーション (C• ATS， INFINITY等)も売られてい

る。多くは欧米系(特に米系)で，中には統合リスク管

理機能も備えているものもある。これを中心に据え，シ

ステム開発をしていく方法もある。デリパティブ・シス

テムのノウハウについてはこのアプリケーションに詰ま

っているので，決済勘定系等への接続部分だけを構築し

てしまえば足りる。最近はデータベースに汎用製品を使

用しているものも多いためこれを介して構築することに

なる。このデータペースに対しPCからレポーティング等

でも活用することができる。また，ロジックを追加でき

るものもあり，新型商品への対応も可能となっている。

ただし，当然のことながら拡張できる機能には限界があ

り，この開発体制についても前述と同じような問題が起

こる。

また，これらのアプリケーションで市場商品を(へツ

ジ取引として)同時に扱う場合問題が生じる。銘柄マス

ターや市場毎の慣習の違いにより日本市場の市場商品を

うまく扱えない場合があるからだ。通常，これらの市場

取引のメインブック(残高管理/決済)は，それ専用の

システムで扱い，デリパティプ取引のリスク分析等で必

要とするだげなので影響は小さいが注意は必要。
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海外のアプリケーションは，契約上所轄裁判所に開発

会社の所在地の所轄裁判所を強いられる場合も多い。米

国の著作権法関連であれば日本に専門家も多いが，それ

以外を指定された場合契約締結上ネックになる場合もあ

る。

(2) その他ツールの導入

デリパティプの統合管理システム以外にも， EXCEL 

等へのアドイン関数群等(FEA，FinancialCAD等)もあ

s .デリパティブ@システムの構築例

(1) 全社システムの中のデリパティブ。システム
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る。これらはEXCELやLotus123を必需品とするエンド

ユーザーには重宝なものもある。

これらの汎用アプリケーションは大小含めるとかなり

の数 (RISK誌別冊 iTheRisk Technology GuideJに

詳しい)が売られ，新製品やパージョンアップの頻度も

多い。メインシステムに据えるにしても，サブシステム

として使用するにしてもその新陳代謝を考えればヲシス

テムサイクノレは短いことを覚悟しなければならない。

市場リスク管理システム:VAR 経営指標

デリパティブ‘
システム

資金システム

各部門システムの上位にヲ市場リスク管理システム (VAR計測)が有り，経営指標として経営者にレポートされる。

(2) デリパティブ・システム(部門システム)と関連するシステム

音E門システム

市場取引

発注・残高管理

|マーケyトモニム訂

PC環境

デリパティブ
システム

「わえテム!

関連システム

決済・勘定系システム

担イ呆管理システム
(受入・差入)

与信管理システム

グローパルシステム
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(3) デリパティプのエンドユーザー環境

テ:1)パティブ・システム環境
モ

〆--ーーーー-一一
Primary Database 

ユーザーPC環境
3診

Open Database 

( 5 ) 

司-一ー一一一一』ーー一一ー一一一一『円】一一一一一-一一一一ー一一一'ーョ一一戸ーョー-一戸戸4

ーー-ー一ー一ー一ーー一一一一一“一一一ーー一一一一一一一一一一一一ーーーーーーョーーーー-

I J&517'三]仁誼亙コ レプリケート 一/<;;ιI~
シミュレーション
フライシンク
レポーテインク
契約書作成

仁王豆コ EE  
デリバティブ・システムの
データベース

Primary Oatabaseから
PCfl!l]で使いやすく加工
された中間値を持つ

データベース

クループウェア
インターネット

Primary Databaseとは別にデータベースを置き，それ

に対しODBC等でPC環境からアクセス可能とするよう

にする。エンドユーザーは， この環境でレポーティング

等の作業を行う。

データベースを 2つに分ける理由は，

-物理的なネットワークを分けることにより， PC環境

からPrimaryDatabaseに対しアクセス不能とする

ことが出来る

。万が一の時のパックアップ・データベースとしても

使用可能

.ODBC等の動作の安定しないアクセスツールを使用

しハングした場合でもPrimaryDatabase に影響を

与えない

等があげられる。

(レプリケート:データベースから他のデータベースへ

データをコピーすること。 その際， データを加工するこ

とも可能で， コピーするタイミングも逐次から数分おき，

l日1回等タイミングも選択が可能となっている。)

大和証券株式会社

金融商品開発部 川島典夫


